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議案 第１号 

 

 

令和６年度運営報告について 

 

図書館法(昭和２５年法律第１１８号)第１４条第２項の規定により、別紙の

とおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



蔵書構成 令和７年３月３１日時点

①一般書・児童書

R5 R6 R5 R6 R5 R6

０．総記 5,981 6,040 555 568 6,536 6,608

１．哲学 6,618 6,625 772 751 7,390 7,376

２．歴史 18,589 18,392 2,338 2,324 20,927 20,716

３．社会科学 28,608 29,109 3,641 3,736 32,249 32,845

４．自然科学 13,019 13,301 5,484 5,638 18,503 18,939

５．技術工学 18,958 19,062 2,200 2,294 21,158 21,356

６．産業 6,262 6,347 1,224 1,210 7,486 7,557

７．芸術美術 17,805 17,334 2,709 2,816 20,514 20,150

８．言語 3,598 3,661 753 771 4,351 4,432

９．文学 78,243 78,750 20,081 20,323 98,324 99,073

マンガ 302 316 - - 302 316

パンフレット 53 53 - - 53 53

絵本 - - 26,075 26,760 26,075 26,760

外国語児童書
（絵本含む）

- - 557 561 557 561

紙芝居 - - 1,483 1,509 1,483 1,509

エプロンシアター - - 8 10 8 10

パネルシアター - - 158 154 158 154

布絵本 - - 6 6 6 6

おはなし組木 - - 8 8 8 8

手袋人形 - - 7 7 7 7

合計 198,036 198,990 68,059 69,446 266,095 268,436

②視聴覚資料

種類

R5 R6

CD 5,453 5,449

DVD 866 904

合計 6,319 6,353

資料別

R5 R6

一般書 198,036 198,990

児童書 68,059 69,446

視聴覚資料 6,319 6,353

備品 34 35

合計 272,448 274,824

（単位：点）

所蔵数

（単位：点）
総計

※備品は紙芝居用舞台など上演で必要な道具
をさす

（単位：点）

分類
一般書 児童書 合計
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R5 R6

R5 R6

０．総記

3%

１．哲学

3%

２．歴史

9%

３．社会科学

14%

４．自然科学

7%

５．技術工学

10%
６．産業

3%

７．芸術美術

9%

８．言語

2%

９．文学

40%

０．総記

1%

１．哲学

2%
２．歴史

6%
３．社会科学

9%

４．自然科学

14%

５．技術工学

6%

６．産業

3%

７．芸術美術

7%

８．言語

2%

９．文学

50%

分類別蔵書構成【一般書】

分類別蔵書構成【児童書】

０．総記

3%

１．哲学

3%

２．歴史

9%

３．社会科学

15%

４．自然科学

7%

５．技術工学

9%
６．産業

3%

７．芸術

美術

9%

８．言語

2%

９．文学

40%

０．総記

1%

１．哲学

2%
２．歴史

6%

３．社会科学

9%

４．自然科学

14%

５．技術工学

6%

６．産業

3%
７．芸術美術

7%
８．言語

2%

９．文学

50%
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議案 第２号 

 

 

令和６年度図書館事業報告について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 

 

 

 



令和６年度 図書館事業報告

開催日 事業名・講師等・対象 企画・担当 内容・目的

4/27
(土)

　　　　こどもの読書週間イベント
　人形劇「ブレーメンの音楽隊＆
　　　　　　ころりころげた木のねっこ」
　　　　公演：からこま座
　　　　対象：幼児～小学生(定員80人)

筑紫ビル
管理（司書）

人形劇を通して、子どもたちの新たな読書のきっかけを作る
ことを目的に開催した。
定員：80人／結果：112人

7/10～
8/27

「2024夏の読書チャレンジ」
　～本の世界へ冒険だ！～

対象：全年齢

筑紫ビル
管理（司書）

館内やつくしんぼ号で配布する「読書カード」に記載された
ジャンルの本を全部読むとプレゼントを贈呈するもの。カー
ドの種類は３種。
【企画参加者／企画達成者】
幼児：参加195人／達成43人　小学生：参加227人／達成65人
中学生～大人：参加143人／達成44人

7/27
(土)

「夏休み図書館deおりがみ講座」
講師：齊田 知子(ボランティアバンク所属)

対象：小学校１～６年生(定員10人)

文化・スポーツ
振興課

読書活動を通じた想像力の広がりを体感するワークショップ
として開催。絵本「にじいろのさかな」の読み聞かせを通し
て「海の世界」をイメージし、その世界観をおりがみを使っ
て表現した。
定員：10人
結果：子ども9人、保護者8人、きょうだい児1人（全18人）

8/3
(土)

令和６年度絵本講座
「～海を越え時を超える～

　広くて深い 絵本のたのしみ」
講師：広松 由希子(編集者、絵本評論家)

対象：中学生～大人(定員50人)

筑紫ビル
管理（司書）

講師の著書や監修された絵本をもとに、絵本の魅力や良さを
学ぶことができた。日本ではあまり見られない海外のしかけ
絵本の紹介などもあった。
定員：50人／結果：50人

8/31
(土)

「みんなの読書体験講座」
～夏の会～

対象：中学生～大人(定員10人程度)

文化・スポーツ
振興課

オススメ本やお気に入りの本などを感想やエピソードなど
「読書体験」を交えて紹介し合い、読書欲を刺激し合う場と
して開催した。(２回目）
定員：10人程度／参加：7人(内、発表者5人)

9/7
(土)

「おとなのためのおはなし会」
～癒しの夕べ～

公演：金のすず、おはなしぶらんこ
対象：中学生～大人(定員15人)

文化・スポーツ
振興課

子どもたちへ絵本を渡す担い手である大人世代に、おはなし
や絵本を通じて、読書の楽しみを再確認いただき、個人や家
族で読書活動を行うきっかけとなるよう開催した。(２回目)
定員：15人／結果：20人

10/22～
11/17

「短大生のオススメ本POP展示会」
作品提供：福岡女子短期大学

　　　文化教養学科

文化・スポーツ
振興課

読書週間と連動し、大学においては司書課程の学習成果の発
表の場として、また、当館においては幅広い年齢層の利用者
に対する読書活動支援の一環として企画した。

10/26
(土)

親子で楽しむワークショップ

絵本作家はらぺこめがねさんといっしょに
「はらぺこペーパー」でおべんとうをつくろう

講師：はらぺこめがね(絵本作家)

対象：幼児・親子(定員50人)

筑紫ビル
管理（司書）

絵本作家はらぺこめがねさんが創作した「はらぺこペー
パー」を使い、オリジナルの弁当をちぎり絵で作成した。作
家による読み聞かせも行われた。
定員：親子50人／結果：子47人　大人13人(全60人)

11/16
(土)

「パパ・ママに贈るおはなし会」
公演：ボランティア有志

　　　(石橋明美・中村優子・八尋理恵)

対象：一般(定員15人程度)

文化・スポーツ
振興課

これから「新しい家族」が増える大人世代が、絵本やおはな
しの良さを体感し、子どもと家族ぐるみで読書活動を行う
きっかけとなることを目指し、開催した。
定員：15人程度／結果：11人(託児利用6人)

12/7
(土)

「図書館員になってみよう！」
講師：当館司書

対象：小学校３～６年生(定員10人)

筑紫ビル
管理（司書）

図書館閉架で調べものや、司書体験(簡単なカウンター業務)
を通して、図書館の１日の流れを知り、図書館の魅力を再発
見できる機会とした。
定員：10人／結果：4年生7人、5年生1人、6年生2人(全10人)

12/22
(土)

「みんなの読書体験講座」
～冬の会～

対象：中学生～大人(定員10人程度)

文化・スポーツ
振興課

オススメ本やお気に入りの本などを感想やエピソードなど
「読書体験」を交えて紹介し合い、読書欲を刺激し合う場と
して開催した。(3回目）
定員：10人程度／参加：4人

1/22
(水)

大人の社会科見学
司書体験＆バックヤードツアー

講師：当館司書
対象：一般(定員10人)

筑紫ビル
管理（司書）

図書館バックヤードツアーと本の保護フィルムコート貼り作
業を実施し、図書館の魅力を再発見できる機会とした。
定員：10人／結果：10人

 16
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議案 第３号 

 

 

令和６年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 
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令和６年度 筑紫野市子どもの読書活動推進事業報告 

 

 筑紫野市では、子どもたちの「豊かな人間性」と「生きる力」を読書活動によって養うこ

とを目指して、「子どもの読書活動推進事業」に取り組んでいます。 

 

■事業方針 

（１）いつでも・どこでも・だれでも本を手に取れる読書環境づくり 

   【取り組み】各種図書館サービス（移動図書館車、電子図書館等） 

※議案第 1号（運営報告） 

※議題第４号（電子図書館運営報告）、議題第７号（同事業計画） 

 

（２）子どもと絵本を繋ぐ「大人」「家族」に読書機会を提供する 

   【取り組み】図書館主催事業  

※議案第２号 

 

（３）幼少期からの読書活動の習慣形成 

   【取り組み】①ブックスタート事業 

         ②乳幼児向けおはなし会の開催（ボランティア・司書） 

         ③セカンドブック事業（令和 7年度から開催）  

※議案第６号 

 

（４）青少年の読書活動拠点である学校図書館支援 

   【取り組み】①学校団体貸出サービスによる物的支援 

         ②学校図書コーディネーター、学校図書司書との連携 

         ③学校図書司書交流会の共催（学校教育課との共催／年２回程） 

 

（５）本と子どもを繋ぐ担い手である地域ボランティアの人材育成 

   【取り組み】①子どもの読書活動関係団体連絡会の開催（年１回） 

         ②図書館事業への協力依頼ならびに活動創出・支援 

         ③ボランティア養成講座の開催と受講者の育成 

 

 

 

ここでは、上記（3）（4）（5）について報告する。 
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■幼少期からの読書活動の習慣形成 

 

①ブックスタート事業 

  ブックスタートとは、「絵本」と「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験（読み聞かせやわらべ

うた）」のプレゼントを通して、親子で心ふれあうきっかけづくりを提供する事業。 

全国的には、自治体主催の集団健診会場で行っているが、本市では集団健診を実施して

いないため市民図書館主催で平成 15年から行っている。 

 

  ＜定例ブックスタート＞ 

・毎月第３火曜日 13時 30分から 15時まで（６月・12月には日曜日にも開催） 

・令和６年度は全 13回開催（令和５年度は全 14回開催） 

・本年度は特別整理期間による休館のため６月第３火曜日の回を中止した 

 

  ＜個別対応型ブックスタート＞ 

・上記の定例ブックスタートに参加できない方を対象に事前予約制で実施 

・予約は電話、電子申請で行う 

・令和６年度の電子予約件数は 61組（令和５年度は 70組） 

 

  ＜参加者の報告＞ 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

対象者数 1543人 1470人 1308人 

参加者数 791人 812人 747人 

参加率 51.3％ 55.2％ 57.1％ 

    ※参加率は順調に上昇しているが、対象者が年々減少傾向である 

    ※図書館からの広報だけに留まらず、こども政策課等と連携し、対象世代への周知

に努めている（子育てサロン、保健師による赤ちゃん訪問、冊子、アプリ等） 

     

＜令和６年度に行った新たな取り組み＞ 

    ☆子育て世代や妊娠中の人を対象に配布される市発行冊子への掲載を拡大 

☆筑紫野市子育て応援アプリ「ちくしっこアプリ」での通知 

☆「出張ブックスタート in筑紫コミュニティセンター」の開催 

  日時：令和６年 10月 17日(木)10時 30分～11時 30分 

  場所：筑紫コミュニティセンター 

  内容：筑紫コミュニティセンター主催、産後ママのための講座「ベビーサロン 

 ピーカーブー」の連続講座の内の 1講座として共同開催したもの。 

      対象：上記講座参加者 14組+当日参加者 10組 

※講座参加者のうち、すでにブックスタートを受けた人には、読み聞かせと読み聞 

 かせ方法のレクチャーを行った 
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②乳幼児向けおはなし会の開催（ボランティア・司書） 

  ＜実施回数の報告＞ 

   

 

 

    

    

 

 

③セカンドブック事業の開催に向けて 

  ・「ブックスタート事業」に続く、幼少期からの読書習慣形成への取り組みとして実施 

を検討し、令和７年度新規事業として準備を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実施回数 107回 135回 136回 

※養成団体「つくしんぼおはなし会」の実施回数が増加（幼児～小学生向け） 

※令和７年度からは、休止中だった団体のおはなし会が追加される（乳児向け） 
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■青少年の読書活動拠点である学校図書館支援 

 

①学校団体貸出サービスによる物的支援 

市内小中学校及び学校図書室の授業支援や読書活動支援を目的に実施している。 

＜サービスの内容＞ 

・当館の一般書・児童書を 200点まで 3か月間貸し出しできる（事前予約制） 

・貸出本は、移動図書館車や配本車を利用して配送可能（配本サービス） 

  ＜令和６年度利用実態＞ 

 利用した学校数(前年度実績) 貸出総冊数(前年度実績) 

市内小学校 10校／11校中(９校／11校中) 789冊(1,449冊) 

市内中学校 ２校／５校中(１校／５校中) 101冊(22冊) 

 

 

 

 

 

 

②学校図書コーディネーター、学校図書司書との連携 

  ・令和６年度より、学校図書館の運営及び学校図書司書の業務等の包括的支援を目的と 

   して「学校図書コーディネーター」が設置された（学校教育課所属）。 

  ・派遣型「読書リーダー養成講座」の試行（二日市北小学校） 

令和６年度末から令和７年度にかけて、図書委員会活動に司書資格を持つ当課職 

員と学校図書コーディネーターを派遣し、「本を読まない子どもたちに向けたアプ 

ローチ」を当事者である子どもたちと考え実行していく。 

令和８年度以降の事業化は、本年度の経過を鑑みて決定する。 

 

③学校図書司書交流会の共催（学校教育課との共催／年２回程） 

   学校図書司書間の情報交換、資質向上、市民図書館との連携強化を目的として、学校 

図書司書の所管課である学校教育課と共催で行っている。 

＜参加対象者＞ 

 ・筑紫野市 教育部 学校教育課（学校図書司書、学校図書コーディネーター所管課） 

 ・筑紫野市 教育部 文化・スポーツ振興課（市民図書館所管課） 

 ・筑紫野市立小学校・中学校の学校図書司書（全 16名） 

  ＜第１回＞ 令和６年４月 26日(金) 

・学校図書コーディネーターの紹介 

        ・服務について 

        ・学校団体貸出サービスについて（当館より説明） 

  ＜第２回＞ 令和６年 10月 25日(金)  

・図書館運営業務についての質疑応答、活動報告(各校)   

※昨年度よりも利用校が微増した 

※小学校の貸出総冊数の減少理由として、学校図書司書の新規任用等で業務の掌 

握を優先したことから、本サービスの活用まで至らなかったことが挙げられる 

※本サービスを利用したことがない学校へ利用促進への働きかけを検討中（学校 

図書コーディネーターと連携） 
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■本と子どもを繋ぐ担い手である地域ボランティアの人材育成 

 

①子どもの読書活動関係団体連絡会の開催（年１回） 

 市民図書館を活動拠点とする読み聞かせ等の子どもの読書活動に携わる団体（10団体）

の情報交換、意見聴取を目的に開催している。（平成 30年度から開催） 

 

②図書館事業への協力依頼ならびに活動創出・支援 

  ①の連絡会対象団体を中心に、各団体の活動機会創出及び支援を目的として、当課主催

「子どもの読書活動推進事業」に関わる単独事業（議題第２号参照）への協力依頼を積極 

的に行っている。 

※令和６年度は「おとなのためのおはなし会」「パパママに贈るおはなし会」「読み聞か 

せボランティア養成講座（詳細は下のとおり）」への講演・講師依頼を行った 

 

③ボランティア養成講座の開催と受講者の育成 

「子どもの読書活動」に携わるボランティアを継続的に育成すべく、３～４年ごとに

「養成講座」を開催し、新たな人材及び団体を創出している。 

 

 ＜第一期（令和４～６年度）養成講座の状況＞ 

  ☆育成団体「つくしんぼおはなし会」（会員７名） 

   ・令和６年度が育成最終年となった 

   ・令和 7年度からは「育成団体」から「支援団体」として独立する 

  ☆令和６年度の活動 

   ・幼児～小学校低学年向けおはなし会の開催…全３回（夏・秋・春） 

   ・勉強会の開催…全２回（上記おはなし会に向けた研修会として） 

           講師：八尋 理恵氏 
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議案 第４号 

 

 

令和６年度電子図書館運営報告について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 

 

 

 



筑紫野市電子図書館運営報告について 

 (2)令和６年度年代別貸出点数

●令和６年度 図書館利用登録者数　… 25,418人　令和５年度：22,218人※電子図書館の利用資格がある人

●令和６年度 電子図書館利用者数　… 2,067人　令和５年度：1,210人※令和６年４月～令和７年３月まで

令和５年度 令和６年度

年代 貸出点数(点) 貸出点数(点)

０～５歳 2 7 R5 R4

６～12歳 275 329 80歳以上 2 25

13～15歳 29 113 70～79歳 151 198

16～18歳 52 488 60～69歳 559 352

19～22歳 30 83 50～59歳 1,004 560

23～29歳 153 291 40～49歳 1,392 991

30～39歳 1,289 1,170 30～39歳 1,289 929

40～49歳 1,392 1,815 23～29歳 153 99

50～59歳 1,004 1,293 19～22歳 30 31

60～69歳 559 906 16～18歳 52 18

70～79歳 151 365 13～15歳 29 55

80歳以上 2 2 ６～12歳 275 542

その他 0 758

合計 4,938 7,620 ０～５歳 2 16

 (3)令和６年度分類別貸出点数

令和５年度 令和６年度

十進分類法 貸出点数(点) 貸出点数(点) R5 R4

０ 総記 127 243 絵本・児童書 1,104 1472

１ 哲学 316 493 文学 1,007 959

２ 歴史 149 198 言語 107 49

３ 社会科学 312 541 芸術・美術 171 116

４ 自然科学 373 646 産業 90 81

５ 技術・家政学 1,182 1,521 技術・家政学 1,182 478

６ 産業 90 128 自然科学 373 209

７ 芸術・美術 171 400 社会科学 312 126

８ 言語 107 182 歴史 149 114

９ 文学 1,007 1,292 哲学 316 152

Ｋ 絵本・児童書 1,104 1,976 総記 127 60

合計 4,938 7,620 4,938 3,816

●筑紫野市電子図書館について
「電子図書館」とは、設置館の利用登録者に対し、タブレットやスマートフォン等を介して、電子書籍を提

供することができる新しい図書館サービスです。当館の「筑紫野市電子図書館」では、その特性であるアク

セシビリティ機能(文字拡大や音声読み上げ機能など)を活用した読書バリアフリーの一環として、あらゆ

る世代・立場の人々に読書機会を提供することを目的に、令和４年９月に導入されました。

（１)団体利用IDについて

学校からの利用申し出があったため、令和６年度、九州産業高等学校の学生へ団体利用IDを配布し

ました。

※団体利用IDとは…「電子図書館」を利用する際に必要なIDとパスワードのことです。

一般の利用IDと同等であり、学校へ配布する際の呼称です。

2
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 (4)令和６年度電子図書館蔵書構成

令和５年度 令和６年度

十進分類法 蔵書点数(点) 蔵書点数(点)

０ 総記 20 33

１ 哲学 55 57

２ 歴史 40 38

３ 社会科学 68 83

４ 自然科学 107 137

５ 技術・家政学 165 215

６ 産業 35 39

７ 芸術・美術 53 66

８ 言語 16 22

９ 文学 629 548

Ｋ 絵本・児童書 417 409

合計 1,605 1,647

０ 総記

1%

１ 哲学

4% ２ 歴史

3%
３ 社会科学

4%

４ 自然科学

7%

５ 技術・家

政学

10%

６ 産業

2%

７ 芸術・美術

3%

８ 言語

1%

９ 文学

39%

Ｋ 絵本・児童書

26%

令和６年度

０ 総記 １ 哲学 ２ 歴史

３ 社会科学 ４ 自然科学 ５ 技術・家政学

６ 産業 ７ 芸術・美術 ８ 言語

９ 文学 Ｋ 絵本・児童書

０ 総記

2%

１ 哲学

4%
２ 歴史

2% ３ 社会科学

5%

４ 自然科学

8%

５ 技術・家

政学

13%

６ 産業

3%

７ 芸術・

美術

4%

８ 言語

1%

９ 文学

33%

Ｋ 絵本・児童書

25%

令和５年度

０ 総記 １ 哲学
２ 歴史 ３ 社会科学
４ 自然科学 ５ 技術・家政学
６ 産業 ７ 芸術・美術
８ 言語 ９ 文学
Ｋ 絵本・児童書
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議案 第５号 

 

 

令和７年度図書館事業計画について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

 安樂 鉄平 

 

 

 



令和７年度 図書館事業計画

開催日 事業名・講師等・対象 企画・担当 内容・目的

4/26
(土)

こどもの読書週間イベント
人形劇「ともだちげきじょう」

公演：人形劇団ののはな
対象：子どもから大人(定員100人)

筑紫ビル
管理（司書）

絵本を基にした人形劇を通して子どもたちの新たな読書の
きっかけを作る。
定員：100人／結果：　　人

6/19
(木)

「折り紙講座」
講師：齊田 知子(ボランティアバンク所属)

対象：18歳以上(定員15人)

筑紫ビル
管理（司書）

季節の折り紙講座。図書館内で展示している折り紙作品(講
師作成・提供)への問合せが多いことから、講座として開催
するに至った。
定員：15人／結果：　　人

6/28
(土)

「ぶらっとちくしの読書会」
対象：中学生～大人

(定員10人程度)

文化・スポーツ
振興課

オススメ本やお気に入りの本などを持ち合い、感想やエピ
ソードを交えて紹介し合うことで、世代間、ジャンルを越え
た読書活動の推進を図る。
※前事業名「みんなの読書体験講座」。４回目の開催。
定員：10人程度／参加：　人

7/16～
8/26

「読書チャレンジ」
対象：全年齢

筑紫ビル
管理（司書）

日頃読まないジャンルの本に関心を持ち、読書の裾野を広げ
る契機となることを期待する。

7/27
(土)

「図書館でちいさな人形劇をやってみよう」
講師：むくむく(地元の人形劇団)

対象：小学校４～６年生(定員15人)

文化・スポーツ
振興課

読書活動を通じた想像力の広がりを体感するワークショップ
として開催。講師の指導のもと、絵本「三びきやぎのがらが
らどん」に登場する「やぎ」などをトイレットペーパーの芯
で作成し、小規模の人形劇を実演する。

8/2
(土)

ようこそようかいのせかいへ
広瀬克也ワークショップ

「ようかいうちわをつくろう！」
講師：広瀬 克也(絵本作家)

対象：親子(定員50人)

筑紫ビル
管理（司書）

子どもが大好きな妖怪のおめんを、人気の絵本作家と一緒に
作るワークショップ。

8/30
(土)・
10/4
（土)

「はじめての読み聞かせボランティア
養成講座（全２日間）」

講師：八尋 理恵(両日)、むくむく(1日目)
中村 優子(2日目)

対象：18歳以上で両日参加できる人(定員15人)

文化・スポーツ
振興課

読み聞かせや人形劇など、子どもたちに本や物語を届ける活
動に興味のある人向けの初心者向け講座として開催する。
・令和７～10年度まで連続開催予定
・次世代のボランティア育成、団体の資質向上を目的とする

9/6
(土)

「おとなのためのおはなし会」
公演：金のすず、おはなしぶらんこ

対象：一般(定員15人程度)

文化・スポーツ
振興課

おとな世代におはなし(ストーリーテリング)や絵本を通じ
て、読書の楽しみを再実感いただく契機とする。(３回目）

9/28
(日)

筑紫野市吹奏楽団×市民図書館コラボ事業

「音楽と楽しむおはなし会」
協力：筑紫野市吹奏楽団,つくしんぼおはなし会

対象：３歳以上～小学生（定員15組）

文化・スポーツ
振興課

子どもたちに五感で物語に親しむ機会を提供することを目的
として企画した。筑紫野市吹奏楽団と読み聞かせボランティ
ア団体「つくしんぼおはなし会」に協力いただき、市民図書
館と生涯学習センターの２か所に跨いで開催する。

10月～
11月

(調整中)

「短大生のオススメ本POP展示会」
作品提供：福岡女子短期大学

　　　文化教養学科

文化・スポーツ
振興課

読書週間と連動し、大学においては司書課程の学習成果の発
表の場として、また、当館においては幅広い年齢層の利用者
に対する読書活動支援の一環として行う。(２回目)

11/15
(土)

絵本作家講演会＆おはなし会(仮称)
講師：聞かせ屋。けいたろう

(読み聞かせ師・絵本作家)

おはなし会：対象 子ども～大人(定員80人)

講演会：対象 中学生以上(定員50人)

筑紫ビル
管理（司書）

読み聞かせや絵本講座で活躍中の絵本作家に、読み聞かせを
していただき、その後読み聞かせのコツ、絵本作りについ
て、お話いただく。

11/22
(土)

「パパ・ママに贈るおはなし会」
公演：町 美智子(赤ちゃんとえほんの会まんまる)

対象：一般(定員15人程度)

文化・スポーツ
振興課

これから「新しい家族」が増える大人世代が、絵本やおはな
しの良さと体感し、子どもと家族ぐるみで読書活動を行う
きっかけとなることを目指して企画した。(２回目)

12/7
(土)

「マクラメづくり」
講師：安部 理芳子(マクラメ作家)

対象：18歳以上(定員10人)

筑紫ビル
管理（司書）

紐や糸を手で編み、模様を生み出していく“マクラメ”。伝
統的なものでありながら、リハビリ療法にも使われているマ
クラメ作りにチャレンジし、広く興味を持ってもらう機会を
作る。

1/10
（土）

「お正月イベント（仮称）」
協力：市職員・ボランティア

対象：子ども世代、親子

文化・スポーツ
振興課

新年を迎えて最初の土曜日に、ボランティア有志と共に昔遊
びや読み聞かせ、ボードゲームなどを行う予定。
図書館が子どもの居場所、親子で訪れる憩いの場になるきっ
かけづくりとして行う。

29 
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議案 第６号 

 

 

令和７年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業計画について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

 安樂 鉄平 
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令和７年度 筑紫野市子どもの読書活動推進事業計画 

 

 筑紫野市では、子どもたちの「豊かな人間性」と「生きる力」を読書活動によって養うこ

とを目指して、「子どもの読書活動推進事業」に取り組んでいます。 

ここでは令和７年度に開催予定の事業について説明します。 

 

■幼少期からの読書活動の習慣形成 

①ブックスタート事業 

  ＜令和７年度 定例ブックスタート開催日＞ 

４月 15日(火) ５月 13日(火) ６月 1日(日) ６月 17日(火) 

７月 15日(火) ８月 19日(火) ９月 16日(火) 10月 21日(火) 

11月 18日(火) 12月７日(日) 12月 16日(火) １月 20日(火) 

２月 17日(火) ３月 17日(火) 

  ※昨年と引き続き＜個別対応型ブックスタート＞を開催します 

※日曜ブックスタート(６月・12月)の開催時間は 10時 30分から 12時までです 

 

  ＜出張ブックスタート in筑紫コミュニティセンターの開催＞ 

    昨年度に引き続き、筑紫コミュニティセンター主催・産後ママのための講座「ベビ 

ーサロンピーカーブー」の連続講座の内の１講座として共同開催する。（２回目） 

今回においても、「筑紫野市民図書館」から離れた地域の対象者に、本事業の参加 

機会並びに読書活動に親しむ契機づくりを目指す。 

    日時：令和７年 10月 16日(木)10時 30分～11時 30分予定 

    場所：筑紫コミュニティセンター 

    対象：「ベビーサロンピーカーブー」受講者及び市内のブックスタート対象者 

 

  ＜次年度以降の「出張ブックスタート」について＞ 

    ・筑紫コミュニティセンターでの開催は、次年度まで実施予定 

    ・市内各コミュニティセンターへ本事業の説明等を行い、開催に協力いただけるコ

ミュニティセンターで開催を目指す（年間２か所） 

 

  ＜本年度ブックスタートで配布している絵本＞ 

    下記の絵本６冊のうち、２冊を贈呈する。なお、絵本の選書には、本事業に関わる 

読み聞かせ等団体の代表者で毎年選書会を行い決定している。（本年度も実施予定） 

・いないいないばあ（童心社）    ・ぽんぽんポコポコ（金の星社） 

    ・じゃあじゃあびりびり（偕成社）    ・ぴょーん（ポプラ社） 

    ・ととけっこうよがあけた（こぐま社）  ・まるまる（福音館書店） 

     ※「ととけっこうよがあけた」の在庫が終了次第「くっついた（こぐま社）」に変更 
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②乳幼児向けのおはなし会の開催 

  乳児向けと幼児から小学校低学年向けの２種類のおはなし会を定期的に開催す

る。なお、本年度から、活動を休止していた団体が活動を再開したことで乳児向け

おはなし会が１回増加、新規団体による幼児～小学生向けのおはなし会が１回増加

した。 

  

 ＜令和７年度開催状況＞ 

対象 団体名 開催日時 

乳児向け 

０～２歳位 

りんごの木 
第２火曜日 11：00～11：20 

第１・３・４・５木曜日 11：00～11：20 

おはなしの会 

ぽん太 
第１水曜日 11：00～11：30 

金のすず 
第２木曜日 ①11：00～11：20 

②11：30～11：50 

赤ちゃんとえほんの会 

まんまる 

第３金曜日 ①10：30～11：00 

②11：10～11：40 

にこにこくらぶ 第１・３日曜日 11：00～11：30 

幼児～ 

小学校低学年 

司書による 

おはなし会 
毎週土曜日 15：00～15：15 

つくしんぼ 

おはなし会 
７月・10月・３月に日曜日に開催 

   ※活動再開の団体、新規団体はアンダーラインを引いています 

 

③「セカンドブック事業」の開始について 

  「ブックスタート事業」に続く、幼少期からの読書習慣形成への取り組みとして実施 

する。市内在住の３歳児を対象に、適齢期絵本５冊から１冊を贈呈し、参加者には絵

本の読み聞かせ（おはなし会形式）をプレゼントする。（令和７年５月から開始） 

   ※事業の詳細は別紙 

 

■青少年の読書活動拠点である学校図書館支援 

 昨年度と引き続き、以下の事業を通して学校図書館の物的・質的支援に取り組む。 

●学校団体貸出サービス・配本サービスの利用促進（物的支援） 

●学校図書コーディネーター・学校図書司書との連携（質的支援） 

●読書リーダー養成講座（派遣型）の試行 

・引き続き二日市北小学校の図書委員会活動に参画する 

・派遣職員は、文化・スポーツ振興課司書と学校図書司書コーディネーター 

●学校図書司書交流会の共催（学校教育課） 

    第１回は５月 13日(火)に開催した。 
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■本と子どもを繋ぐ担い手である地域ボランティアの人材育成 

①子どもの読書活動関係団体連絡会の開催（年１回） 

  市民図書館を活動拠点とする読み聞かせ等の子どもの読書活動に携わる団体（10団体）   

  の情報交換、意見聴取を目的に開催する。（平成 30年度から開催） 

 ＜令和７年度の開催＞ 

  日時：令和７年５月 30日(金)14時～15時 30分 

  内容：「子どもの読書活動推進事業」の取り組みについての報告、新規団体及び活動再 

開団体の紹介ならびに情報交換 

  場所：筑紫野市民図書館 

 

②図書館事業への協力依頼ならびに活動創出・支援 

  ①の連絡会対象団体を中心に、各団体の活動機会創出及び支援を目的として、当課主催 

事業への協力依頼を積極的に行っている。 

 ＜令和７年度の状況＞ 

  ・おとなのためのおはなし会（金のすず、おはなしぶらんこ） 

  ・パパママに贈るおはなし会（赤ちゃんとえほんの会まんまる） 

  ・読み聞かせボランティア養成講座での講師依頼（八尋氏、むくむく） 

  ・筑紫野市吹奏楽団コラボ事業「音楽と楽しむおはなし会」（つくしんぼおはなし会） 

  ※その他、各団体の要望に応じて、各団体の各種活動に協力する 

 

③ボランティア養成講座の開催 

  「子どもの読書活動」に携わるボランティアを継続的に育成すべく、３～４年ごとに「養 

成講座」を開催し、新たな人材及び団体を創出する。 

 ＜第二期（令和７～10年度）養成講座の計画について＞ 

年度 目標 内容 

令和７年度 魅力を体感しよう 

8/30(土)，10/4(土)「はじめての読み

聞かせボランティア養成講座」 

幼児向け読み聞かせ基礎、持ち方、絵本の選び方、

少人数班での読み聞かせ、人形劇の観劇など 

令和８年度 
子どもの読書基礎講座Ⅰ 

「いろんな手法を学ぼう」 

「赤ちゃん向け読み聞かせ」や「人形劇」「わ

らべうた」など、子どもと本を繋げる「あら

ゆる手法」を学ぶ（全６回） 

令和９年度 
子どもの読書基礎講座Ⅱ 

「おたのしみ会を作ってみよう」 

これまでの学びをさらに深め、受講者だけの

「おたのしみ会」の開催を目指します 

令和 10年度 子どもの読書実践講座 
「子どもの読書活動ボランティア」として自

立するために、活動のプロセスを学びます 
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■子どもの読書活動への理解と関心を深めるために啓発を推進 

   子どもや保護者、地域の人々に読書や読み聞かせの楽しさ、大切さについて理解を深

めてもらうことで自身や次の世代への読書推進を啓発する。 

 

＜「ちくしの子ども読書の日」の取り組み＞ 

    コロナ禍によって取り組みを休止していた「ちくしの子ども読書の日」（平成 24年

度策定）について、令和７年度から取り組みを再開する。これにより、ブックスター

ト、セカンドブックで積み上げた「子どもの読書」への理解を、家庭・学校・地域に

も広げ、読書環境づくりにつなげる。 

 ●「ちくしの子ども読書の日」関連イベントの開催 

  ［本年度開催が決定しているもの］ 

   ・９月 23日(火・祝)…吹奏楽団とのコラボ事業「音楽と楽しむおはなし会」（9/28） 

   ・11月 23日（日・祝）…「おとなのためのおはなし会」（11/22） 

 ●「広報ちくしの」での特集記事掲載 

   ・本年７月号に掲載 

 ●市内小中学校での取り組み 

   ・毎月 23日に貸出冊数上限を拡大 

   ・読書イベントの実施 
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筑紫野市子どもの読書活動推進事業 

「セカンドブック事業」の開始について 

 

（１）「セカンドブック事業」について 

   

●趣旨 本市では 20年以上に渡り、ブックスタート事業を通して家庭内読書のきっかけを提

供してきましたが、現代の多様な家庭環境を鑑みると、子どもの読書習慣の形成に必

要な家庭での読書支援が、十分に行われていない状況にあると考えます。 

ついては、子どもの成長に応じた読書支援を継続的に推進すべく、読める絵本の幅

が広がり、読み聞かせや選書の仕方に困る事が多いと思われる３歳児を対象に、２回

目のブックスタート＝「セカンドブック」を行い、絵本の読み聞かせと適齢期の絵本

をプレゼントすることで、親子で本に触れる機会を提供し、乳児期から幼児期にかけ

ての切れ目のない読書支援を実現します。 

 

  ●対象 ・市内在住の３歳児とその保護者（令和４年４月１日生まれから） 

・３歳の誕生月から４歳になる誕生月までに１回参加可能 

      ・子ども政策課発行「３歳児健診のお知らせ」の中に、「セカンドブックのお知らせ 

（引換券）」を同封し、引換券持参のもと参加する 

・４歳の誕生月までに参加していない対象者には、ハガキ等で再通知する 

  ※ブックスタートの広報で活用している冊子、アプリ等でも通知 

 

  ●会場 筑紫野市民図書館 集会室 

 

  ●開催日時  

＜定例セカンドブック＞ 

毎月第２日曜日 10時 45分受付開始／11時～12時まで 

   ＜令和７年度 定例セカンドブック開催日＞ 

４月は開催なし 

（事業準備のため） 

５月 11日(日) 

（参加者５組） 

６月８日(日) 

(参加者 組) 
７月 13日(日) 

８月 10日(日) ９月 14日(日) 10月 12日(日) 11月９日(日) 

12月 14日(日) １月 11日(日) ２月８日(日) ３月８日(日) 

 

   ＜個別対応型セカンドブック＞ 

    ・上記の定例セカンドブックに参加できない方を対象に事前予約制で実施 

    ・予約は電話、電子申請で行う  
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  ●運営スタッフ等 

    ①筑紫野市文化・スポーツ振興課 文化振興・図書館担当職員（企画・運営・進行） 

      ・全体進行 

・事業説明 

・家庭での読書案内，参加者からのＱ＆Ａ（別紙パンフレットをもとに行う） 

      ・学生ボランティアの監督指導 

    ②読み聞かせボランティア（毎月２～３人動員） 

      ・ミニおはなし会の実演   

・配布絵本紹介 

    ③学生ボランティア（市内高等学校生徒、近隣大学学生から公募） 

      ・受付補助 

・会場誘導 

・絵本渡し  

＜令和７年度 ボランティア協力校＞ 

市内高等学校、近隣大学・短期大学へ本事業への協力について意向調査を行った結 

果、本年度は下記の学校及び大学から協力を得た。 

・筑紫高等学校 ・福岡常葉高等学校 ・武蔵台高等学校 

・九州産業高等学校  

・福岡女子短期大学（太宰府市／保育課程、司書課程があることから） 

 

  ●内容  

時間 内容 担当者 所要時間 

10：45～ 参加者受付 当課職員 

学生ボランティア 
15分 

11：00～ セカンドブック開始 

事業説明、家庭での読書案内 当課職員 10分 

11：10～ ミニおはなし会 

①うた「はじまるよ」等 

②導入絵本読み聞かせ（1冊：自由選書） 

③配布絵本読み聞かせ（1冊：５冊から１冊） 

④うた「さよならあんころもち」等 

読み聞かせ 

ボランティア 
20分 

11：30～ 

 

 

12：00 終了 

絵本選び・絵本渡し 

①室内で絵本を選ぶ 

②決まった人はロビーの絵本渡し 

コーナーへ移動→随時解散 

学生ボランティア 30分 
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（２）令和７年度配布絵本について 

  筑紫野市立図書館協議会委員３名の監修のもと、以下の５冊を選出しました。 

  「セカンドブック事業」では、参加者に、この５冊から１冊を選んでいただき、図書館利用・ 

おはなし会等のお知らせ、子ども政策関連のお知らせ等と共にプレゼントします。 

 

  ＊監修者 筑紫野市立図書館協議会 会長 河井 律子 氏（元福岡県立図書館副館長） 

       同協議会 副会長 八尋 理恵 氏（福岡おはなしの会） 

       同協議会 委員  大谷 朝 氏（久留米大学人間教育学部 教授） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※配布絵本は定期的に見直しを行います 

 ※この５冊の他にも、候補作品を複数選書いただいており、購入業者の在庫状況や参加者の 

反応次第で、絵本を変更する可能性があります 

 

 

テーマ 絵本の情報 書影 

創作絵本 

ぐりとぐら 

作：中川 李枝子 

絵：大村 百合子 

福音館書店,1964 年 

 

 

 

 

創作絵本 

おふろのぼうず 

作：乾 栄里子 

絵：石井 聖岳 

ひさかたチャイルド,2023 年 

 

 

 

 

昔ばなし 

だいくとおにろく 

再話：松居 直 

画：赤羽 末吉 

福音館書店.1967 年 

 

 

 

 

科学絵本 

みんなうんち 

作：五味 太郎 

福音館書店,1891 年 

 

 

 

 

あそび 

のりもの 

のびるじどうしゃ 

作・絵：平山 暉彦 

福音館書店,2020 年 
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議案 第７号 

 

 

令和７年度筑紫野市電子図書館事業計画について 

 

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）第１４条第２項の規定により、別

紙のとおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 

 

 

 



令和７年度筑紫野市電子図書館事業計画について 

（１)資料収集

　①　行政資料の収集

（２)資料購入

　①「筑紫野市電子図書館電子図書資料収集方針」の策定

　●「筑紫野市電子図書館」の目指すこと

　　①市民の暮らしに寄り添えるよう電子図書館の利点を活かした選書を行います

　　②読書バリアフリーに対応した資料収集に努めます

　　③子どもの読書活動推進(主に小中高のジュニア層向け)を目指した資料収集に努めます

　　④行政資料等のペーパーレス化への対応として紙資料の収集・保存・提供を補います

　　⑤学校での利活用を促進します

　②　電子図書資料の今後の購入について

　●資料購入種内訳（点）

1,647 (①＋②＋③＋④)

令和４年度 購入点数 1,283 無期限型① 1,005 60ヶ月② 22

有期限型 278 24ヶ月 58

24か月52回 198

令和５年度 購入点数③ 322 無期限型 262 60ヶ月 4

有期限型 60 24ヶ月 45

24か月52回 11

令和６年度 購入点数④ 298 無期限型 244

有期限型 54 60ヶ月 0

24ヶ月 20

24か月52回 34

所蔵点数(令和7年5月時点)

「筑紫野市電子図書館」（以下「電子図書館」)は、本年運営を開始して４年目を迎えました。

コロナ禍を機に開始した「電子図書館」は、今や、さまざまな事情から市民図書館に来館することが

困難な人や視覚障がい者等への読書支援（読書バリアフリー)、そして、ＤＸ化が進む学校現場での授業

や子どもの読書活動の支援に役立つ新しいツールとして期待されています。

本市では、今後も安定的な「電子図書館」サービスを市民に届けるべく、以下のとおり事業を展開し

て参ります。

「電子図書館」の機能充実ならびに市民の情報アクセス簡素化を図るため、行政資料のデジタルデー

タを収集することを検討します。データ容量には限りがありますので、収集対象の選定を行い、できう

る範囲で取り組んでまいります。

本方針は、「筑紫野市電子図書館」で提供される電子図書資料の選定について具体的な判断基準を

定めるため、令和５年度中に検討を行い、令和６年度４月に策定しました。

本方針は５年毎に見直しを行うことにしており、令和９年度までの利用状況、購入状況、近隣図書

館の状況等を踏まえた上で、令和10年度に再検討を行います。

「電子図書館」で提供される電子図書資料は、一般流通している電子書籍とは違い、一度購入したら

永久的に利用可能である「無期限型(買い切り)」と、利用期限がある「有期限型」があります。

期限が終了する資料については、利用頻度等や他館の更新状況を考慮した上で、更新購入をするか、

終了するかを検討していきます。
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報告 第１号 

 

 

筑紫野市民図書館カスタマーハラスメント対策について 

 

図書館法(昭和２５年法律第１１８号)第１４条第２項の規定により、別紙の

とおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 
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報告第 1 号 筑紫野市民図書館カスタマーハラスメント対策について 

 

●対応 

令和 7 年 5 月 12 日に市民図書館カウンターに防犯カメラ・外付けマイクを計 2 台ずつ設置した。 

通話録音装置(アナウンス付き)設置は検討中。 

 

  
監視カメラ 2 台 

マイク(２台のうち１台) カメラ映像 
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報告 第２号 

 

 

筑紫野市民図書館児童室のレイアウト変更について 

 

図書館法(昭和２５年法律第１１８号)第１４条第２項の規定により、別紙の

とおり提出する。 

 

 

 

令和７年７月４日 

 

 

 

筑紫野市民図書館長     

安樂 鉄平 
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報告第２号 筑紫野市民図書館児童室のレイアウト変更について 

 

●対応 

令和 7 年 5 月 26 日(特別整理期間中)に児童室のレイアウト変更を行った。 

（レイアウト変更及び育児本を児童室に配置し、りんごの棚を設置した） 

 

●目的 

・子どもの発達段階に応じて、読まれる絵本や物語を提供できるよう、絵本や幼年童話、児童書の配置

を工夫するため。 

・育児書を児童室に配置することで、子どもだけでなくその家族にも手に取っていただけるようにする

ため。 

・「りんごの棚」を設置することで、読書バリアフリーに取り組むため 



令和７年度 第１回 筑紫野市立図書館協議会 次第 

 

令和７年７月４日（金）１４時～１６時３０分 

筑紫野市民図書館  集会室   

 

開会 

 

１．委嘱書交付 

略 

 

２．教育長挨拶 

略 

 

３．議事 

 

 議案第１号 令和６年度運営報告について 

 事務局が令和６年度運営報告について提案を行い、了承された。 

 

 議案第２号 令和６年度図書館事業報告について 

 事務局が令和６年度図書館事業報告について提案を行い、了承された。 

 

議案第３号 令和６年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業について 

事務局が令和６年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業について提案を行い、了

承された。 

 

議案第４号 令和６年度電子図書館運営報告について 

事務局が令和６年度電子図書館運営報告について提案を行い、了承された。 

 

議案第５号 令和７年度図書館事業計画について 

事務局が令和７年度図書館運営事業計画について提案を行い、了承された。 

 

議案第６号 令和７年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業計画について 

事務局が令和７年度筑紫野市子どもの読書活動推進事業計画について提案を行

い、了承された。 

 

議案第７号 令和７年度筑紫野市電子図書館事業計画について 

事務局が令和７年度電子図書館事業計画について提案を行い、了承された。 

 

４．報告 

 

報告第１号 筑紫野市民図書館カスタマーハラスメント対策について 

事務局が筑紫野市民図書館カスタマーハラスメント対策について報告を行った。 



報告第２号 筑紫野市民図書館児童室のレイアウト変更について 

事務局が筑紫野市民図書館児童室のレイアウト変更について報告を行った。 

 

５．その他 

 略 

 

閉会 


